
（２）研究・実践 事例№１  

山形県立新庄養護学校 中学部１年 理科 

 
 

  

日 時：令和７年９月３０日（火）１３：１０～１３：５５ 

場 所：中学部 A組教室 

対 象：中学部１年 ５名  

授業者：後藤 真也 教諭 

 

 

 

１ 主に活用した機器・コンテンツ  

 

 

 

 
２ 授業 
（１）本時の目標 
・風の強さを変えると、車の動く様子が変わることを知る。        【知識及び技能】 
・風の強弱によって、車の動く距離の違いに疑問をもち、表現することができる。【思考力、判断力、表現力】 
・実験結果をワークシートに記録しようとする。                      【学びに向かう力、人間性等】 
 

（２）指導過程 

 

 

 

 

 

時間※１ ●主な学習活動 ○ICT活用ポイント、留意点 使用機器 

コンテンツ 
情報活用能力※２ 

導入 

A１ 

 

●はじめのあいさつ 
●学習内容の確認 
●実験結果を予想する 
 
 

 ・大型提示装置 
・Apple TV 
・1人一台端末 
・QRコード 

Ａ１➀bステップ１ 
電子ファイルの呼

び出しや保存 

展開 

 

 

 

 

 

協働 

B3 

C2 

 

●風の力を使って車を 
走らせる 

 
 
 
 
●距離を記録しよう  
（タブレット使用） 
 
 

 
 
 

・大型提示装置 
・Apple TV 
・1人一台端末 
・Googleスプレ
ッドシート 

Ａ２➀eステップ１ 
簡単な絵や図、表

やグラフを用いた情
報の整理の方法 
Ｂ１ステップ１ 
 身近なところから
課題に関する様々な
情報を収集し、簡単
な絵や図、表やグラ
フなどを用いて、情
報を整理する。 
Ａ３②aステップ２ 
 自分の情報や他人
の情報の大切さ 
Ｃ２➀aステップ２ 
 自分の情報や他人
の情報の大切さを踏
まえ、尊重しようと
する。 

まとめ 

 

●振り返り 

●おわりのあいさつ 
   

 

風の力 ～風のはたらきについて予想・実験しよう～ 

・一人一台タブレット（iPad）  ・大型提示装置  ・Apple TV  ・二次元コード 
・Google Workspace for Education コアサービス名称一覧  
 （・Google Classroom ・Google ドライブ ・Google スプレッドシート） 

○ICT活用ポイント１ 
iPadのカメラ機能を使って QR

コードを読み取り、デジタル学
習教材を自分の端末にダウンロ
ードする。 

○ICT活用ポイント 2 
スプレッドシートを共有設定

にすることで他者の考えや予想
をリアルタイムで見ることがで
きる。また、数値入力することで
実験結果がグラフ化され、自分
の結果と他者の結果を比較する
ことができる。 



（２）研究・実践 事例№１  

３ ICT活用ポイント  

ICT活用ポイント１ A1 教員による教材の提示 

大型提示装置に二次元コードを表示し、デジタル学習教材を自分の端末にダウンロードする。 
 リンク先は、クラス生徒全員と教師が共有されている Googleスプレッドシート。 

情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能 Ａ１➀bステップ１（電子ファイルの呼び出しや保存） 
 
ICT活用ポイント２ B3 思考を深める学習 C2 協働での意見整理 

生徒全員で一つのスプレッドシートを共有し、自分の考えだけでなく、他者の考えを参考に学びを深める。

iPad上で、リアルタイムに他者の考えを見ることで、思考を深める。 

また、実験結果をデータ入力することで、グラフ化により結果を可視化したり、自分の結果と他者の結果を

比較したりすることができる。 

A１➀bステップ１ (電子ファイルの呼び出しや保存) 
A２➀eステップ１ （簡単な絵や図、表やグラフを用いた情報の整理の方法） 
A３②aステップ２ （自分の情報や他人の情報の大切さ） 
B１ステップ１  （身近なところから課題に関する様々な情報を収集し、簡単な絵や図、表やグラフなど 

を用いて、情報を整理する） 
C２➀aステップ２ （自分の情報や他人の情報の大切さを踏まえ、尊重しようとする） 

 
４ 活用の成果 

・ICT を活用することで、実験結果を数値やグラフとして即時に可視化・共有することが可能となり、生徒

は風の強さと車の動きの関係を直感的に捉えることができた。さらに、他者の結果を比較しながら考える

活動を通して疑問をもち、自分の考えを表現しようとする主体的な学びが促進され、学習意欲の向上が見

られた。また、二次元コードを用いて自ら教材を読み取り、開く経験を重ねることで、情報機器を活用す

る基本的な技能の習得にもつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・iPad上で、自分の車を動か
し、結果を予想する。 

・他者の予想を見ながら、思
考を深める。 

・実験後に再度、予想シート
を提示し、予想と結果につ
いて確認させる。 

・自分の枠に、数値を入力す
る。その際、算数・数学で既
習した内容（単位換算）を、
理科で応用する。 
（教科横断的な視点） 

・自分の実験結果と他者の実
験結果を比較し、学びを深
める。 

・教科学習において、デジタル学習教材を
Google Classroomに配信したり、二次元コ
ードからダウンロードしたりする。デジタ
ル学習教材にすることで、情報と情報技術
を適切に活用するための知識と技能を習得
することをねらいとして活用している。 

・デジタル学習教材にすることで、学習成果物
を電子的なポートフォリオとして、学習評
価や教師の指導改善に役立てている。 
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